
５
月
11
日
（
金
）
、
会
食
型
食
事
サ

ー
ビ
ス
を
開
催
し
ま
し
た
。
午
前
中

は
、
６
月
の
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り
を
し

ま
し
た
。
あ
じ
さ
い
の
色
ぬ
り
と
折

り
紙
で
折
っ
た
か
た
つ
む
り
を
貼
り

付
け
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か
ら
「
色
ぬ

り
す
る
の
何
年
ぶ
り
だ
べ
、
久
し
ぶ

り
に
真
剣
に
な
っ
て
や
っ
た
ね
」
と

お
互
い
に
作
品
を
披
露
し
て
い
ま
し

た
。創

作
活
動
終
了
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
福
寿
草
さ
ん
の
愛
情
た

っ
ぷ
り
の
手
作
り
の
昼
食
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
な
つ
か
し
い
歌
を

歌
っ
た
り
、
音
楽
に
あ
わ
せ
て
、
い

つ
ま
で
も
長
生
き
で
き
る
よ
う
に
と

健
康
体
操
な
ど
を
し
て
過
ご
し
ま
し

た
。「
今
日
覚
え
た
体
操
を
家
で
も
し

て
、
長
生
き
し
な
く
ち
ゃ
ね
」
と
笑

顔
い
っ
ぱ
い
で
楽
し
い
一
日
を
過
ご

し
ま
し
た
。

第
66
号

平
成
30
年
６
月
16
日
発
行

【
支
部
委
員 

〈
敬
称
略
〉
】

支

部

長
三

浦
　
德

義
（
ボ

ラ

連
）

副
支
部
長

鹿

野

ま
す
み
（
民

児

協
）

佐

藤

　

完
（
行
政
区
長
会
）

監
　
　
事

小
野
寺

源

清
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）

菅

原
　
敏

一
（
地

区

社

協
）

委
　
　
員

鈴

木

た
き
子
（
社
協
推
進
委
員
）

（
新
）
及

川
　
育

子
（
社
会
福
祉
事
業
）

高

橋
　
絹

子
（
身

障

協

会
）

鈴

木
　
成

美
（
老
人
ク
ラ
ブ
）

平
成
30
年
度

栗
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
推
進
委
員
研
修
会
の
開
催

本
会
は
、
地
域
福
祉
活
動
の
中
核
的
役
割
を
担
う
団
体
と
し
て
、
小
地

域
福
祉
活
動
の
推
進
や
地
域
住
民
の
福
祉
向
上
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

活
動
す
る
上
で
、
賛
同
く
だ
さ
る
個
人
や
企
業
か
ら
の
会
員
会
費
は
貴
重

な
財
源
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

推
進
委
員
の
皆
様
に
お
い
て
は
、
会
員
加
入
の
推
進
と
地
域
福
祉
活
動

へ
の
理
解
を
深
め
て
頂
き
た
く
、
本
研
修
会
へ
の
ご
参
加
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

�
日
　
時
：
平
成
30
年
６
月
28
日
（
木
）
午
前
10
時
開
会

�
会
　
場
：
志
波
姫
公
民
館 

大
ホ
ー
ル

�
対
象
者
：
推
進
委
員
長
、
推
進
委
員
、
役
員
、

評
議
員
、
支
部
委
員

委
　
　
員

鹿

野

喜
美
男
（
民

児

協
）

石

川
と
き
を
（
ボ

ラ

連
）

千

葉

美
恵
子
（
婦

人

会
）

鈴

木

　

仁
（
地

区

社

協
）

窪

田
て
る
子
（
地

区

社

協
）

（
新
）
相

馬
　
久

志
（
行

　

政
）

【
退
任
さ
れ
た
支
部
委
員
】

小
野
寺

京

子
様
（
社
会
福
祉
事
業
）

高

橋
　
秀

一
様
（
行

　

政
）

こ
れ
ま
で
の
支
部
活
動
に
ご
尽

力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

《 

志
波
姫
支
部
委
員
の
紹
介 

》

志波姫支部地域支援事業
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総
合
相
談
事
業
の
お
知
ら
せ
【
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
】

生
活
上
の
困
り
ご
と
・
心
配
ご
と
の
相
談
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
お
茶
っ
こ
会
等
の
地
区
行
事

へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

◆
生
活
相
談

《
場
　
所
》
老
人
憩
い
の
家 

お
も
と
荘

◆
電
話
相
談

開

設

日
　
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

開
設
時
間
　
８
時
30
分
～
17
時
30
分

《
問
い
合
わ
せ
先
》
栗
原
市
社
協
志
波
姫
支
所
　
電
話
：
22-

２
７
１
３

６
月
20
日（
水
）

７
月
25
日（
水
）

７
月
11
日（
水
）

８
月
８
日（
水
）

開

設

日

開
設
時
間

13
時
30
分
～

15
時
30
分

９
時
30
分
～

11
時
30
分

十
文
字
地
区
社
協
で
は
、
毎
年
一

回
「
地
区
民
研
修
会
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
今
年
は
、
３
月
22
日
（
木
）
、

生
活
セ
ン
タ
ー
で
37
名
の
参
加
を
頂

き
開
催
し
ま
し
た
。

千
葉
健
司
市
長
さ
ん
に
「
こ
れ
か

ら
の
福
祉
と
志
波
姫
の
展
望
に
つ
い

て
」
と
題
し
、
講
話
を
頂
き
ま
し
た
。

更
に
、
10
年
後
に
は
栗
原
市
の
65

歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
が
45
％
に
、

要
介
護
人
口
も
４
人
１
人
予
測
さ
れ

る
中
で
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
職
員
か
ら
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
向
け
た
こ
れ
か
ら
の

福
祉
に
つ
い
て
」
の
お
話
を
頂
き
、

有
意
義
な
地
区
民
研
修
会
と
な
り
ま

し
た
。

十
文
字
地
区
社
協

「
地
区
民
研
修
会
」

会
長

　菅
原

　信
行

荒
町
地
区
社
協
で
は
、「
お
茶
っ
こ

会
」「
芋
煮
会
」
等
の
行
事
が
あ
り
ま

す
。
会
員
さ
ん
、
役
員
さ
ん
か
ら
の

野
菜
、
食
材
の
提
供
が
あ
り
美
味
し

く
て
楽
し
い
会
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

会
員
さ
ん
に
よ
る
演
技
や
身
体
を
動

か
し
た
楽
し
い
ゲ
ー
ム
や
体
操
等
で

盛
り
上
が
り
ま
す
。

活
動
を
し
て
い
て
感
じ
る
事
は
、

年
々
参
加
者
が
少
な
く
な
っ
て
き
て

い
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
い
つ
も
参

加
し
て
く
れ
る
人
が
見
え
な
い
と
「
体

調
が
悪
い
の
か
な
、
何
か
あ
っ
た
の

か
な
」
と
心
配
に
な
り
ま
す
。
新
し

い
方
々
の
参
加
を
期
待
し
、
会
の
活

動
が
、
地
域
の
支
え
合
い
活
動
の
一

つ
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

荒
町
地
区
社
協

「
お
茶
っ
こ
会
」

会
長

　佐
藤

　
　彰

貴重なお話をいただきました。

素敵な踊りにうっとり。

こ
れ
ま
で
に
防
災
ま
っ
ぷ
を
作

成
し
た
行
政
区
を
対
象
に
、
ま
っ

ぷ
の
更
新
等
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を

行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ

本
所
地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係

（
電
話
23-

８
０
８
７
）

防
災
ま
っ
ぷ
の
作
成

防
災
ま
っ
ぷ
の
更
新

自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
地
域
の

危
険
箇
所
の
把
握
を
通
じ
て
、
住
民

同
士
の
「
支
え
合
い
の
仕
組
み
づ
く

り
」
と
「
つ
な
が
り
」
を
深
め
て
い

く
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

○
調
査
作
成

日
程
調
整
の
上
、
調
査
か
ら

作
成
ま
で
各
行
政
区
１
日
で
実

施
し
ま
す
。

（
社
協
会
費
充
当
事
業
）
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